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総 会 次 第 

 

１．開会のことば （総合司会） 

２．理事長あいさつ 

３．議長・書記の選出 

４．議事録署名人の選任 

５．議案審議 

第１号議案 平成３１年度（２０１９年）事業報告 

第２号議案 平成３１年度（２０１９年）活動計算書 

八王子共生社会推進会議 貸借対照表 

八王子共生社会推進会議 財産目録 

会計監査報告 

第３号議案 令和２年度（２０２０年）事業計画（案） 

第４号議案 令和２年度（２０２０年）活動予算書（案） 

第５号議案 理事選任の件 

６．閉会のことば 

 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

もやいの長期的な夢の事業（もやい版 Maas） 

 

もやいＭａａｓによる移動・送迎支援活動モニター構想 
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第１号議案 平成３１年度（２０１９年）事業報告 

（平成３１年度４月１日～令和２年３月３１日） 
 
 

２０１９年度はトヨタ・モビリティー基金助成が決定し、２年契約の１年目の活動を行いました。初め

ての事業も多く、いろんな課題がありましたが、みなさんの協力もあり、一年間無事過ぎました。 

２０１９年度は、もやいが目指す「地域共生社会構築」へ大きく前進するための１年間であったと

思われます。 

トヨタ・モビリティー基金事業は八王子市社会福祉協議会や八王子市福祉部高齢者福祉課を初

め、多くの団体や研究者のご協力があったことも大きな成果の賜物です。 

この場を借りて厚く御礼申し上げます。２０２０年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【１】 トヨタ・モビリティー基金事業 

トヨタ・モビリティー基金㊟による事業「地域に合った移動の仕組み作り」の構築は、全国的にはい

くつかの事例はありますが、中核市レベルでの事業運営は八王子市が初めてと思われます。 

もやいでは地域で活動する団体（八王子市への B 登録団体）へ働きかけ、その地域での移動・

送迎支援活動を支える活動を推進してきました。 

今年度の車による運行実績は５団体で合計４２３回でした。八王子市には２７の登録団体があり、

もう少し多くの団体にも活動してもらうことが課題です。 

その利用目的は下記の通りで、通院・買い物が上位１・２を占めました。 
 

行先 病院 施設 サロン 買い物 見守り その他 合計 

回数 106 62 56 100 6 93 423 
 
㊟一般財団法人トヨタ・モビリティー基金（Toyota Mobility Foundation.以下「TMF」）は、

「地域に合った移動の仕組み作り」に取り組む日本国内の地方公共団体や NPO 等の支援す

る助成金プログラムです。 

 

【２】関連部門・機関との情報交換 

移動支援活動を具体化するため、八王子市及び八王子市社会福祉協議会などと定期的な情報

交換を行いました。 

令和１年１０月には八王子市より理想的な組織図が提示され、もやいの活動にも弾みが出来まし

た。長期的には移動支援センターを設置し、さらに組織的な活動を行いたいと思います。 

また、医療経済研究機構・研究部研究員 服部真治氏や桜美林大学・社会福祉教授 島津 淳

氏とも頻繁に連絡を取り合い、活動のための情報を収集しました。さらに全国移動サービスネットワ

ーク事務局長の伊藤みどり氏には運転者講習会のテキストを作るために大変お世話になりました。 

もやいの人的ネットワークが生かされた１年でもありました。 

 

【３】勉強会の実施 

２０１９年度は活動を活性化するため、活動団体との情報交換に力を入れました。具体的には勉

強会活用し実施しました。（合計３回開催） 
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① 第１回勉強会 

日 時 ： 令和元年１０月１１日（火）（八王子クリエイトホール第５学習室） 

講 師 ： 八王子市福祉部高齢者福祉課主査 辻野文彦氏 

テーマ ： 「市が推進する移動支援の現状とこれから」 

～地域主体の活動を応援する仕組～  

参加者：地域で活動する B登録団体、八王子市 

        八王子市第２層生活支援コーディネーター 

        八王子共生社会推進会議 
 
② 第２回勉強会 

日  時 ： 令和２年 1月１４日（木）（八王子市社会福祉協議会ボランティアセンター） 

テーマ ： 地域での移動・送迎活動の活性化のために 

活動紹介 ： 「移動送迎支援活動を実践して」 

みんなの居場所「暖炉」代表 古木 保氏  

参加者 ： 八王子市、第１層生活支援コーディネーター 

八王子市第２層生活支援コーディネーター、CSWの皆さん 

八王子共生社会推進会議 
 
③ 第３回勉強会 

日  時 ： 令和２年２月２６日（水）（八王子市市民活動支援センター 会議室） 

テーマ  ： 八王子市が実施するモデル事業（サービスＣの送迎）についての意見交換 

参加者 ： 地域で活動する B登録団体、 

八王子市第２層生活支援コーディネーター 

八王子共生社会推進会議 

 

【５】出前講座の実施 

地域で生活支援する団体（B 登録団体）管理者向けに、移動・送迎支援に関する「安心・安全を

確保」するための法律や専門的な事項の講習会を６回行いました。活動を行うには個人的なリスク

を最小限にすることが基本です。これが出来なければリスクばかりが強調され、活動にブレーキをか

けるような雰囲気も生まれます。内容をよく理解することが基本です。 

また運転実務者向けの講習会も４回行いました。実務上の「安心・安全」の知識を習得して頂き

ました。これらを理解するためテキストを見直し、より親しみやすい内容としました。これには全国移

動サービスネットワーク様のご協力により完成しました。 

 

【６】移動支援相談室の開設 

車による送迎支援には白タク行為防止など、法律上の専門的知識が必要であり、だれでも気軽

に相談できる体制が必要です。しかし八王子にはそのような機関はなく、もやいはこの課題に対す

るため、独自で「移動支援相談室」を開設しました。 

また、２０１９年度にはもやいが所有する送迎用車両の貸し出しも開始しました。この車両の受け

渡しや、日常の保守・点検などもこの相談室が中心となり事業を行いました。 
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第２号議案 平成３１年度活動計算書 
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第３号議案 令和２年度事業計画（案） 

（令和２年４月１日～令和３年３月３１日） 

 

平成１年度（２０１９年）はトヨタ・モビリティー基金事業が本格的に始まり多くの成果が生まれまし

た。事業が進展するに従い、いろいろな課題も多く発生しました。出来ることはその都度対応しまし

たが、総合的な対応は令和２年度の大きなテーマとなりました。 

それらに対応するため、連携団体のケアセンター八王子様との連携を強化し、事業の一部を担

っていただく予定です。また、車両による運行回数を増やすため、新たに１台増車する事や、活動

のためのスペースの確保も実施します。 

これらの事業を行うことにより、八王子市が目指す「移動支援センターの設置」の足がかりが出来

ると考えています。 

地域で活動する団体が移動・送迎支援活動するためには、総合的な支援するシステム（組織）が

必要です。 （「移動支援に関する体制イメージ図）参照） 

皆様のご指導とご支援をお願い申し上げます。 

 

【１】事務局体制の増強 

トヨタ助成金事業を充実するため、活動員の補強は必須です。連携団体のケアセンター八王子

様と連携し、事務手続きなど一部をお願いします。また事務処理量の増加を見込み、各種手続き

の標準化を進めます。また作業場、打合せスペースも確保します。 

 

【２】移動支援のための講習会の実施 

前年度は活動団体の確保が予定通りできませんでした。移動・送迎支援活動は必要なものとの

認識はありますが、いざ実施するには多くの障害があるように思われます。安心・安全の確保と支援

者の確保です。地道にその方法などＰＲし、長い目で育成に取り組みます。 

 

【２】勉強会の実施 

活動団体との連携は安全を確保するうえで重要であるとともに、将来的なネットワーク構築には

必須です。八王子市では生活支援活動団体（住民主体による訪問型サービス登録団体：Ｂ登録団

体）が現在２７団体（平成２年２月）あります。しかし「もやい」と契約している団体は５団体に過ぎませ

ん。今年度は勉強会などを通じて、これらの団体へ協力をお願いし、１０団体を目標にします。 

 

【３】車両による移動・送迎支援活動の標準化 

前年度の実績から、貸し出しには融通性の向上が課題であることが判明しました。さらに今年度

は八王子市のモデル事業「通所型サービスＣ」への協力も決定しました。これらへ対応するため、

新たに車両を１台増やし対応します。合計３台と必要に応じて、ケアセンター八王子様からお借り

することも予定しています。増車分はケアセンター八王子様からお借りすることが決まっています。 

 

【４】広報活動（ホームページ）の充実 

令和２年早々から新型コロナウイルス感染が流行し、私どもの活動もままならない状況にあります。

このような状況では具体的な活動ができません。よってホームページの利用や書面による活動が必
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要です。また、車両の予約などもホームページを利用し、分かりやすく、使いやすいホームページ

を目指します。 

 

【５】“もやい”と連携し活動してくれる方々 

もやいの活動に関する助言や情報の提供など、もやいが目指す「理論武装」を支える方々です。 

行政、社会福祉協議会、それぞれの専門家と幅広いネットワークが特徴です。 
 

①八王子市関係部署（福祉政策課、高齢者いきいき課、高齢者福祉課、交通企画課） 

②八王子市社会福祉協議会（ボランティアセンター、地域福祉拠点、生活支援コーディネーター） 

③全国移動サービスネットワーク事務局長 伊藤みどり 氏 （トヨタ事業アドバイザー） 

④医療経済研究機構研究部研究員 服部真治 氏 （トヨタ事業アドバイザー） 

⑤桜美林大学 社会福祉教授 島津 淳 氏 （トヨタ事業アドバイザー） 

⑥数井クリニック院長 数井 学 氏 

⑦ケアセンター八王子 理事長 堂田レイ子 氏 （トヨタ事業アドバイザー） 

 

以上 

 

 

 

 

 

  

（参考図） 八王子市が目指す移動支援体制のモデル図です 
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第４号議案 令和２年度（２０２０年）事業予算（案）に関す事項 
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第５号議案 理事選任の件 

 

①新理事選任（１名） 

久保田 貞視 

 

・ＮＰＯ法人八王子共生社会推進会議 会員 

・ＮＰＯ法人八王子市民活動協議会 会員 

 

以上 
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＜参考資料＞ 

もやいの長期的な夢の事業（もやい版 Maas） 
 

２０１９年８月より国立東京高等専門学校と共同で研究しています。 

今年度も引き続きこの研究を続ける予定です。近い将来、車での送迎は自動運転などで明らかに

変わります。もやいは広い視野でその動きを研究します。 

 

もやいＭａａｓによる移動・送迎支援活動モニター構想 
 

国立東京高等専門学校と「移動・送迎支援システム」運用の共同実験を行って

います。情報工学科（山下晃弘准教授）の「社会実装プロジェクト」としての

実験です。 

「もやい」及びケアセンター八王子が所有する５台の車にＧＰＳと送信機（Ｇ

ＰＳロガー）を設置し、その運行をモニターし、効率的な運用を目指します。

リアルタイムでのモニターによる、各車両の現在位置が知ることが出来、将来

利用者がスマートフォンで手配することを想定した実験です。 

 

＊近い将来の可能性の研究 

①災害時の緊急移動支援（行政と連携） 

②ユニバーサルな利用可能サービスの研究 

③定額利用サービスの研究（買い物：500円／回、通院援助：500円／回 各団体同額） 

④医療機関との連携（診察予約と移動の予約の一本化） 

⑤公共交通との連携（公共交通より先の移動 ⇒ ラストワンマイルサービス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（1）モニター内容 

（モニタリング３０秒毎） 

①年月日 

②位置 

③スピード 

④高度 

（2）分析項目 

①運転者 

②移動距離 

③移動時間 

④利用目的（場所） 

⑤稼働率 

⑥走行ルート 

ＧＰＳ＆送信機 

 車への設置 
（フロントガラス部） 

＜搭載車＞ 
 

トヨタシャンタ 

①Ｓカー 

②カーナビゲーション 

③ドライブレコーダー 

④車いす対応 

⑤助手席スライドシート 
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もやいシエンタ走行記録（2019/12/08）(次ページ) 
 

①サンプリングタイム 30秒ごと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

停車時間 

（位置情報の記録） 

（暖炉高度の誤差は５m位） 


